
 

 

                                   
 

 

 

 

  
お取引先様 各位 

シアテック設計・工事監理実績のご案内 
 

『肱川発電所建屋建替工事』 
 

皆様におかれましては、ますますご発展のこととお喜び申し上げます。 
日頃は格別のご愛願を賜り、厚く御礼申し上げます。 
今回は、弊社が設計・監理を行い、2023年6月に運転を再開しました「肱川発電所」について 

ご紹介いたします。 
 
本発電所建屋は、2018年7月西日本豪雨の際、肱川河川水位 

が建屋地盤面から約1.2ｍにまで達し、その水圧で建屋の開口 
部が破損したことで、内部の設備が水没する被害を受けまし 
た。そのため、今回の建替工事にあたっては、災害時と同等 
規模の肱川河川水位においても、建屋内の設備に被害が生じ 
ない構造とすることが求められました。 
 

建屋構造は地上2階・地下4階建てであり、地下構造は敷地 
背面のダムと発電機本体が径約3mの水圧鉄管で繋がれた強固 
な構造となっております。そのため、地下部分は既存を転用 
し、地上階のみを改築する方針で検討を進めました。 

現行法規では、既存部分と構造一体型で改築を行うことは 
建築確認許可上、難易度が高いとされていますが、地下構造 
物の再評価を適正に行うことで建築許可を得ることができま 
した。 

 

【既存構造一体型での構造検討】 
地下構造物の構造再評価 
 ・鉄筋探査やコンクリートの強度試験他、既存構造部を 

調査し、既存部材の強度を設定 
・現行法規に従って上部構造と既存地下構造を一体モデ 

ルで解析し、構造安全性を確認 
 

【浸水対策】 
① 配電盤等の重要設備やケーブルダクトの引き込み口及び 
通用口を2階(想定浸水高さ以上)に配置 

②1階に設ける出入口には防水扉及び防水板を採用 
・点検メンテナンス用出入口：防水扉の採用 
・機器搬入出用シャッター ：スライド式防水板の採用 

③躯体材料に水密性の高い不透水性コンクリートを採用 
・コンクリートの混和材に躯体防水効果を高めることが 

できるシリカホワイトを採用 
   

 
弊社は、今後とも最適な技術とこれまでに蓄積したノウハウの活用により、誠意をもってお客様の

想いを形にするお手伝いを行ってまいります。                  ― 以 上 ―   
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―安心と満足をデザインする－ 
総合建設コンサルタント・一級建築士事務所 

株式会社 シアテック 

担当：本社営業部 

E-mail：

【建築概要】 

建設場所：愛媛県大洲市肱川町 

構造規模：鉄筋コンクリート造 

地上2階・地下4階建て 

延床面積：1,024.44㎡ (352.84㎡) 

(  )は地上改築面積 

建築面積： 368.48㎡ 
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-----------------------------------------  浸水対策  ----------------------------------------- 

    
      【 ①2F 通用口・②1F 防水扉】                 【 ②スライド式防水板 : 1F機器搬入出用シャッター部 】 

①2Fに通用口を配置。                  右側ハンドルで防水板をスライド、左側ハンドルで防水板と枠を密着させて止水。 

  （屋外階段でアクセス可）              完全止水ではなく、所定の浸水を地下ピット内の排水ポンプで排出する。 

②1F出入口に防水扉を採用。              ※2.4mの水圧に対応、止水性能 0.02m3/h・m2以下 

-----------------------------------------  関連工事  ----------------------------------------- 

   
【 予備発電機設備 ： 同敷地内 】           【 旧肱川発電所水車展示 ： 松山発電工水管理事務所内（松山市） 】   

  浸水対策として地上3mの架台上に設置。   肱川発電所を管理する松山発電工水管理事務所の敷地内に旧肱川発電所の水車を 

  給油用のポンプは地上に設置しているが、  展示。近隣寺院（四国遍路第50番札所 繁多寺）の参拝者の休憩スペースとしても活 

水没防止としてポンプエアシェルターを     用できるように擁壁を一部切り欠いて敷地外からもベンチにくつろいでゆっくりと観 

採用（災害対策支援機器） 。              覧できるスペースを設けた。 

ダム堤体 
放水路 

1F 防水扉 

2F 通用口 

【 補足資料 】 

【 肱川発電所全体概要 】 

【発電機本体】 【水圧鉄管】 

地上構造・地下構造を 

一体でモデル化した 

立体解析モデルで計算 

ポンプエアシェルター 

予備発電機 
燃料タンク 

【2F 配電盤室】 【1F 搬入台室】 

地上２階部分を改築 
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